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１．研究計画の概要 

 

（１）第一には、今まで達成されてきた「日
本建築様式史」の全体の再点検を行う。太田
博太郎氏の研究は、日本を代表する「建築様
式史」として、多くの建築家、研究者が依拠
してきたのだが、現在の段階では、時代背景
の思想と関連付けて、研究そのものの動機を
明らかにし、研究のもつ含みを明らかにする
ことが重要である。そこで提案された様式に
ついて、必要に応じて再定義を進めることが
重要と考える。また、多くの疑問があって学
術語の再定義ができない場合にも、それを解
決するために必要な作業を見通しておく必
要がある。 

具体的には現地調査と研究史整理の作業
を行う。 

（２）第二に、これらの検討結果を持ち寄り、
分野を超えて議論を行い相互の関連を検討
する。従来の日本建築史の分野では、ジャン
ルを超えて研究を行う慣例がほとんどなか
った。例えば、寺院が「和様化」する、との
表現はしばしば用いられてきたが、多くの場
合寺院が住宅の要素を取り込んでいく過程
のことを言っているようだが、これについて
寺院史と住宅史の研究者が同一の場で議論
を行うということはかつてなかった。各種の
建築は、ある時代に同時に共存しているので
あるから、そのような現象について、それぞ
れの分野の課題として取り込んで検討する
必要がある。また、本来横断的な視点で開始
されたはずの建設組織研究は、実はそれだけ
で完結してしまう傾向が強かった。今回の研
究では、建築を造るという視点から、各ジャ

ンルを横断的に取り扱う必要がある。 

 具体的にはシンポジウムを開催して、積極
的な討論を行う。 

（３）第三に、これらの検討の結果を基礎に
して、アジア研究者との交流を通して、東ア
ジアの中での比較検討を行う。特に中国、韓
国という同一の木造建築文化圏の建築様式
の比較を行い、そのなかにおける日本建築の
様式の特質を検討する。最終的には、東アジ
アの建築様式全体の構図の素描と、その中で
の日本の建築様式の固有性を把握すること
が目標である。 

 具体的にはシンポジウムを開催して、積極
的な討論を行う。 

 

２．研究の進捗状況  

 

（１） シンポジウムの開催 

 今までシンポジウムを 5 回実施してきた。
内容は以下の通りである。 

「日本住宅史と民家史を結ぶ」（平成 20 年 12

月 13 日） 

「日本寺院建築史と住宅建築史の接点と境
界－仏堂と住宅の邂逅」（平成 22 年 1 月 23

日） 

「修復・再現と様式」（平成 22 年 3 月 30 日） 
「民家の移築と維持」（平成 22 年 6 月 12 日） 
「歴史的町並みの近代化と建築史研究」（平
成 22 年 12 月 18 日） 

 住宅史と民家史、寺院建築史と住宅建築史、
修復・再現と様式、民家における移築と維持、
保存的活動と建築史研究という、それぞれ別
個に進められてきた研究の課題を、直接ぶつ
けて、方法の異動、異分野巻の類似の現象の
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確認、などを探り、大きな成果を上げてきた。
いずれも、記録集として取りまとめ公刊した。 

（２）様式史に関する研究 

 中国・朝鮮半島の建築との比較研究では、
宗教建築について、一部を実施し、その日本
における特殊性を抽出しつある。中国におい
ては、建築の様式が一つであって、その内部
では意匠の上下が、社会的なランクを直接示
す。朝鮮半島においても、ほぼこれに准ずる。
日本においては、中国において最上位に位置
する宮殿が、古代の一時期のみそうであり、
他の時期には、寺院、城郭に取って代わる。
また中国では、神社建築に類するものは廟建
築であって、特殊な建築ではない。これはお
そらく、歴史上幾度か起こった宗教弾圧など
によって「淫祠」として排除されたものが、
再度国家的な宗教政策のもとで、秩序化され
て再登場したのではないか、と推定される。 

 

３．現在までの達成度 

 

②おおむね順調に進展している。 

 基礎的な建築様式の研究、シンポジウムを
使った具体的な討論、中国・朝鮮半島との関
係について予備的研究など、ほぼ予定通りの
進捗状況である。おおむね順調に進展してい
る。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 
 今まで実現していない、重要な課題につい
て以下のようなシンポジウムを実施する。 
「西洋建築史の様式×日本建築史の様式」 
「中世の寺院建築様式×古代の様式」 
「日本の建築様式×東アジアの建築様式」 
「アジアの廟建築における様式の多様性」 
 今までは、対象を広げることに努力をして
きたが、今後はより根幹的なテーマを取り扱
いつつ、東アジアとの比較論へと向かう予定
にしている。 
 最終的には、シンポジウムを総計 10 回以
上開催し、より広範な課題を提出する予定で
ある。 

 
５. 代表的な研究成果 
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